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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ユーザは、ウェイクワードを連続的に入力する
必要がなく、ユーザ設定期間内にオーディオストリーム
を連続的に入力するだけで、電子デバイスとの連続的な
インタラクションを実現することができ、ユーザの操作
を簡素化し、異なるタイプのユーザのニーズを満たし、
ユーザ体験を改善する。
【解決手段】ウェイクワードに基づいてオーディオクリ
ップを収集するように第１動作状態を実行し、オーディ
オクリップの第１制御意図を取得し、次にユーザ設定期
間内にオーディオを連続的に収集してオーディオストリ
ームを取得し、オーディオストリームの第２制御意図を
取得するように、第１制御意図にマッチングする制御命
令を実行し、実行されている前記第１動作状態を第２動
作状態に切り替え、次に前記第２制御意図にマッチング
する制御命令を実行する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウェイクワードに基づいてオーディオクリップを収集するように第１動作状態を実行す
るステップと、
　前記オーディオクリップの第１制御意図を取得するステップと、
　ユーザ設定期間内にオーディオを連続的に収集してオーディオストリームを取得し、前
記オーディオストリームの第２制御意図を取得するように、前記第１制御意図にマッチン
グする制御命令を実行し、実行されている前記第１動作状態を第２動作状態に切り替える
ステップと、
　前記第２制御意図にマッチングする制御命令を実行するステップと、を含むことを特徴
とする、音声制御方法。
【請求項２】
　ユーザ設定期間内にオーディオを連続的に収集してオーディオストリームを取得し、前
記オーディオストリームの第２制御意図を取得するステップは、
　前記第２動作状態の構成情報を読み出し、ユーザの操作に応答して設定された前記ユー
ザ設定期間を取得するステップと、
　前記ユーザ設定期間内にオーディオを連続的に収集してオーディオストリームを取得し
、前記オーディオストリームの第２制御意図を取得するステップと、
　前記ユーザ設定期間内に前記第２制御意図が取得されなかった場合、前記第２動作状態
を前記第１動作状態に切り替えるステップと、を含むことを特徴とする、請求項１に記載
の音声制御方法。
【請求項３】
　前記オーディオストリームの第２制御意図を取得するステップは、
　前記オーディオストリームの音声認識によって得られた情報ストリームを取得するステ
ップと、
　前記情報ストリームから各候補意図を取得するステップと、
　各候補意図から、現在のシーンにマッチングする第２制御意図をスクリーニングするス
テップと、を含むことを特徴とする、請求項２に記載の音声制御方法。
【請求項４】
　前記情報ストリームから各候補意図を取得するステップの後に、
　現在のシーンにマッチングしない候補意図への応答を拒否するステップをさらに含むこ
とを特徴とする、請求項３に記載の音声制御方法。
【請求項５】
　前記第１動作状態を第２動作状態に切り替えるステップの前に、
　前記第１制御意図が現在のシーンにマッチングすると決定するステップをさらに含むこ
とを特徴とする、請求項１から４のいずれかに記載の音声制御方法。
【請求項６】
　ウェイクワードに基づいてオーディオクリップを収集するように第１動作状態を実行す
るように構成される実行モジュールと、
　前記オーディオクリップの第１制御意図を取得するように構成される取得モジュールと
、
　ユーザ設定期間内にオーディオを連続的に収集してオーディオストリームを取得し、前
記オーディオストリームの第２制御意図を取得するように、前記第１制御意図にマッチン
グする制御命令を実行し、実行されている前記第１動作状態を第２動作状態に切り替える
ように構成される切り替えモジュールと、
　前記第２制御意図にマッチングする制御命令を実行するように構成される制御モジュー
ルと、を含むことを特徴とする、音声制御装置。
【請求項７】
　前記切り替えモジュールは、さらに、
　前記第２動作状態の構成情報を読み出し、ユーザの操作に応答して設定された前記ユー
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ザ設定期間を取得し、
　前記ユーザ設定期間内にオーディオを連続的に収集してオーディオストリームを取得し
、前記オーディオストリームの第２制御意図を取得し、
　前記ユーザ設定期間内に前記第２制御意図が取得されなかった場合、前記第２動作状態
を前記第１動作状態に切り替えるように構成されることを特徴とする、請求項６に記載の
音声制御装置。
【請求項８】
　前記切り替えモジュールは、さらに、
　前記オーディオストリームの音声認識によって得られた情報ストリームを取得し、
　前記情報ストリームから各候補意図を取得し、
　各候補意図から、現在のシーンにマッチングする第２制御意図をスクリーニングするよ
うに構成されることを特徴とする、請求項７に記載の音声制御装置。
【請求項９】
　前記切り替えモジュールは、さらに、
　現在のシーンにマッチングしない候補意図への応答を拒否するように構成されることを
特徴とする、請求項８に記載の音声制御装置。
【請求項１０】
　前記装置は、
　前記第１制御意図が現在のシーンにマッチングすると決定するように構成される決定モ
ジュールをさらに含むことを特徴とする、請求項６から９のいずれかに記載の音声制御装
置。
【請求項１１】
　　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに通信可能に接続されたメモリと、を含む電子デバイ
スであって、
　前記メモリに前記少なくとも１つのプロセッサによって実行可能な命令が記憶され、前
記命令は前記少なくとも１つのプロセッサによって実行されることにより、前記少なくと
も１つのプロセッサが請求項１～５のいずれかに記載の音声制御方法を実行することを特
徴とする、電子デバイス。
【請求項１２】
　コンピュータ命令が記憶されている非一時的なコンピュータ読み取り可能な記憶媒体で
あって、
　前記コンピュータ命令は、請求項１～５のいずれかに記載の音声制御方法を前記コンピ
ュータに実行させる　ことを特徴とする、非一時的なコンピュータ読み取り可能な記憶媒
体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、音声認識および人工知能の技術分野に関し、特に、音声制御方法、音声制御
装置、電子デバイス、および読み取り可能な記憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　人工知能技術および端末技術の持続的な発展に伴い、人工知能製品、たとえばスマート
スピーカなどの電子デバイスが絶えずに普及され、ユーザは、対応する制御命令を実行す
るように電子デバイスを音声で制御することができる。ユーザが電子デバイスと音声イン
タラクションを行うとき、電子デバイスの所定のリスリング時間が短すぎるため、ユーザ
は、電子デバイスとインタラクションできるように、ウェイクワードを繰り返し入力する
必要が有り、ユーザ体験に影響する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００３】
　本出願は、関連技術における技術的課題の少なくとも１つをある程度解決することを目
的とする。
　本出願は、ユーザがリスニング時間をカスタマイズすることにより、電子デバイスと音
声インタラクションする際に、異なるタイプのユーザのニーズを満たし、ユーザ体験を向
上させることができる音声制御方法、音声制御装置、電子デバイス、および読み取り可能
な記憶媒体を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本出願の第１態様の実施例は、ウェイクワードに基づいてオーディオクリップを収集す
るように第１動作状態を実行するステップと、前記オーディオクリップの第１制御意図を
取得するステップと、ユーザ設定期間内にオーディオを連続的に収集してオーディオスト
リームを取得し、前記オーディオストリームの第２制御意図を取得するように、前記第１
制御意図にマッチングする制御命令を実行し、実行されている前記第１動作状態を第２動
作状態に切り替えるステップと、前記第２制御意図にマッチングする制御命令を実行する
ステップと、を含む音声制御方法を提供する。
【０００５】
　本出願の実施例の第１の可能な実施例として、ユーザ設定期間内にオーディオを連続的
に収集してオーディオストリームを取得し、前記オーディオストリームの音声認識によっ
て得られた第２制御意図を取得するステップは、前記第２動作状態の構成情報を読み出し
、ユーザの操作に応答して設定された前記ユーザ設定期間を取得するステップと、前記ユ
ーザ設定期間内にオーディオを連続的に収集してオーディオストリームを取得し、前記オ
ーディオストリームの第２制御意図を取得するステップと、前記ユーザ設定期間内に前記
第２制御意図が取得されなかった場合、前記第２動作状態を前記第１動作状態に切り替え
るステップと、を含む。
【０００６】
　本出願の実施例の第２の可能な実施例として、前記オーディオストリームの第２制御意
図を取得するステップは、オーディオストリームの音声認識によって得られた情報ストリ
ームを取得するステップと、前記情報ストリームから各候補意図を取得するステップと、
各候補意図から、現在のシーンにマッチングする第２制御意図をスクリーニングするステ
ップと、を含む。
【０００７】
　本出願の実施例の第３の可能な実施例として、前記情報ストリームから各候補意図を取
得するステップの後に、現在のシーンにマッチングしない候補意図への応答を拒否するス
テップをさらに含む。
【０００８】
　　本出願の実施例の第４の可能な実施例として、前記第１動作状態を第２動作状態に切
り替えるステップの前に、前記第１制御意図が現在のシーンにマッチングすると決定する
ステップをさらに含む。
【０００９】
　　本出願の第２態様の実施例は、ウェイクワードに基づいてオーディオクリップを収集
するように第１動作状態を実行するように構成される実行モジュールと、前記オーディオ
クリップの第１制御意図を取得するように構成される取得モジュールと、ユーザ設定期間
内にオーディオを連続的に収集してオーディオストリームを取得し、前記オーディオスト
リームの第２制御意図を取得するように、前記第１制御意図にマッチングする制御命令を
実行し、実行されている前記第１動作状態を第２動作状態に切り替えるように構成される
切り替えモジュールと、前記第２制御意図にマッチングする制御命令を実行するように構
成される制御モジュールと、を含む音声制御装置を提供する。
【００１０】
　　本出願の第３態様の実施例は、電子デバイスを提供し、前記電子デバイスは、少なく
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とも１つのプロセッサと、前記少なくとも１つのプロセッサに通信可能に接続されたメモ
リとを含み、前記メモリに前記少なくとも１つのプロセッサによって実行可能な命令が記
憶され、前記命令は前記少なくとも１つのプロセッサによって実行されることにより、前
記少なくとも１つのプロセッサは本出願の第１態様に係る音声制御方法を実行可能である
。
【００１１】
　　本出願の第４態様の実施例は、コンピュータ命令の非一時的なコンピュータ読み取り
可能な記憶媒体を提供し、前記コンピュータ命令は、本出願の第１態様の実施例に係る音
声制御方法をコンピュータに実行させるためのものである。
【００１２】
　　上記出願の実施例は、以下の利点または有益な効果を有する。
　ウェイクワードに基づいてオーディオクリップを収集するように第１動作状態を実行し
、オーディオクリップの第１制御意図を取得し、かつユーザ設定期間内にオーディオを連
続的に収集してオーディオストリームを取得し、オーディオストリームの第２制御意図を
取得するように、第１制御意図にマッチングする制御命令を実行し、実行されている第１
動作状態を第２動作状態に切り替え、第２制御意図にマッチングする制御命令を実行する
。これにより、ユーザは、ウェイクワードを連続的に入力する必要がなく、ユーザ設定期
間内にオーディオストリームを連続的に入力するだけで、電子デバイスとの連続的なイン
タラクションを実現することができ、ユーザの操作を簡素化し、異なるタイプのユーザの
ニーズを満たし、ユーザ体験を改善することができる。
【００１３】
　　上記の選択可能な実施例が有する他の効果について、具体的な実施例と併せて以下に
説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
　図面は、本出願の構成をよりよく理解するためのものであり、本出願を限定するもので
はない。本出願の上記および／または追加の態様および利点は、図面と併せて実施例の以
下の説明により明らかになり、理解されやすくなる。
【図１】本出願の実施例１に係る音声制御方法の概略フローチャートである。
【図２】本出願の実施例２に係る音声制御方法の概略フローチャートである。
【図３】本出願の実施例３に係る音声制御方法の概略フローチャートである。
【図４】本出願の実施例４に係る音声制御装置の概略構成図である。
【図５】本出願の実施例５に係る電子デバイスの概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本出願の例示的な実施例について、図面を参照して以下に説明する。理解を容易にする
ために、その中に本出願の実施例の様々な詳細が含まれ、それらは単なる例示と見なされ
るべきである。したがって、当業者は、本出願の範囲および精神から逸脱することなく、
本明細書に記載の実施例に様々な変更および修正を加えることができることを認識すべき
である。また、明確さおよび簡潔さのために、周知の機能および構成の説明は、以下の説
明では省略される。
【００１６】
　本発明の実施例に係る音声制御方法、音声制御装置、電子デバイス、及び読み取り可能
な記録媒体について、図面を参照して以下に説明する。
【００１７】
　図１は、本出願の実施例１に係る音声制御方法の概略フローチャートである。
　本発明の実施例において、音声制御方法が音声制御装置で構成されることを例示してい
る。当該音声制御装置は、任意の電子デバイスに適用されることにより、電子デバイスが
音声制御機能を実行することができる。
【００１８】
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　ここで、電子デバイスは、パーソナルコンピュータ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔ
ｅｒ、ＰＣと略称する）、クラウドデバイス、モバイルデバイス、スマートスピーカなど
であってもよい。モバイルデバイスは、たとえば、携帯電話、タブレットコンピュータ、
携帯情報端末、ウェアラブルデバイス、カーデバイスなどの、さまざまなオペレーティン
グシステム、タッチスクリーンおよび／またはディスプレイを搭載したハードウェアデバ
イスであってもよい。
【００１９】
　図１に示すように、当該音声制御方法は、以下のステップ１０１～ステップ１０４を含
むことができる。
【００２０】
　ステップ１０１において、ウェイクワードに基づいてオーディオクリップを収集するよ
うに第１動作状態を実行する。
【００２１】
　本発明の実施例において、第１動作状態は非リスニング状態であってもよい。当該電子
デバイスが当該非リスニング状態にあるとき、ユーザは、ウェイクワードを音声で入力し
、ユーザによって入力されたウェイクワードに基づいてオーディオクリップを収集するこ
とができる。
【００２２】
　本出願の実施例では、ウェイクワードは、電子デバイスの内蔵プログラムによって予め
設定されてもよく、または、ユーザのパーソナライズニーズを満たすために、ウェイクワ
ードは、自分のニーズに応じてユーザによって設定されてもよく、本出願はこれについて
限定しない。たとえば、電子デバイスがスマートスピーカである場合、ウェイクワードは
「小度小度（ドちゃんドちゃん）」であってもよい。
【００２３】
　本出願の実施例では、電子デバイスが第１動作状態にあるとき、電子デバイスは、ユー
ザがウェイクワードを入力したか否かを検出することができる。ユーザがウェイクワード
を入力したと検出された場合、ユーザがウェイクワードに続いて入力したオーディオクリ
ップを収集して、音声認識を行うことができる。
【００２４】
　たとえば、電子デバイスがスマートスピーカである場合、当該スマートスピーカが当該
第１動作状態にあるとき、スマートスピーカのウェイクワード「小度小度」であることを
例とする。ユーザが「小度小度、歌Ａを再生してください」または「小度小度、歌を聴き
たい」という音声を入力したことが検出された場合、電子デバイスは、ウェイクワードに
続くオーディオクリップ「歌Ａを再生してください」または「歌を聴きたい」を認識する
ことができる。
【００２５】
　ステップ１０２において、オーディオクリップの第１制御意図を取得する。
【００２６】
　本出願の実施例では、制御意図は、電子デバイスの内蔵プログラムによって予め設定さ
れてもよく、または、当該方法の柔軟性および適用可能性を向上させるために、制御意図
は、キーワードを介してユーザによって設定されてもよく、これについて限定しない。た
とえば、制御意図は、音声ビデオの再生、天気のクエリ、目覚まし時計の設定などであっ
てもよい。
【００２７】
　なお、後に収集されるユーザによって入力されたオーディオストリームに対応する制御
意図と区別するために、電子デバイスが第１動作状態にあるときに取得されたオーディオ
クリップに対応する制御意図を第１制御意図とする。
【００２８】
　本出願の実施例では、電子デバイスが第１動作状態にあるとき、ユーザがウェイクワー
ドを入力した後、ユーザによって入力されたウェイクワードに続くオーディオクリップを
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収集して、音声認識を行い、オーディオクリップの第１制御意図を取得する。
【００２９】
　たとえば、電子デバイスがスマートスピーカであることを例とし、ユーザが音声で「小
度小度、明日の午前９時に目覚まし時計を設定してください」または「小度小度、目覚ま
し時計を設定したい」と入力したことが検出されると、当該スマートスピーカは、ウェイ
クワードに続く「明日の午前９時に目覚まし時計を設定してください」または「目覚まし
時計を設定したい」というオーディオクリップを認識することができる。当該オーディオ
クリップに対応する第１制御意図は、目覚まし時計を設定することである。
【００３０】
　ステップ１０３において、ユーザ設定期間内にオーディオを連続的に収集してオーディ
オストリームを取得し、オーディオストリームの第２制御意図を取得するように、第１制
御意図にマッチングする制御命令を実行し、実行されている第１動作状態を第２動作状態
に切り替える。
【００３１】
　ここで、ユーザ設定期間は、ユーザの操作に応答して電子デバイスによって設定される
任意の時間であってもよく、設定期間は、無限であってもよいし、短いものであってもよ
く、本明細書では限定されない。たとえば、設定期間は、３０秒であってもよいし、３分
間などであってもよい。
【００３２】
　本出願の実施例では、第２動作状態は、リスニング状態であってもよい。電子デバイス
が当該リスニング状態にあるとき、ユーザは、ウェイクワードを音声で入力する必要がな
く、リアルタイムで音声制御命令を入力して、電子デバイスとインタラクションすること
ができる。
【００３３】
　本出願の実施例では、第２制御意図は、電子デバイスの内蔵プログラムによって予め設
定されてもよく、または、当該方法の柔軟性および適用性を向上させるために、第２制御
意図は、ユーザによって設定されてもよく、本出願はこれについて限定しない。上記の第
１制御意図と区別するために、第２動作状態ではオーディオストリームの音声認識によっ
て得られた制御意図を第２制御意図とする。
【００３４】
　本出願の実施例では、電子デバイスが第１動作状態にあるとき、ユーザがウェイクワー
ドを入力した後に収集されたオーディオクリップに対応する第１制御意図が取得された後
、第１制御意図が現在のシーンにマッチングすると決定された場合、第１制御意図にマッ
チングする制御命令を実行する。ユーザと電子デバイスとのリアルタイムまたは連続的な
インタラクションを容易にするために、ウェイクワードを入力する必要はなく、この場合
、ユーザ設定期間内にオーディオを連続的に収集してオーディオストリームを取得し、オ
ーディオストリームの第２制御意図を取得するように、電子デバイスを第１動作状態から
第２動作状態に切り替えることができる。
【００３５】
　たとえば、現在のシーンがゲームシーンであり、電子デバイスが第１動作状態にあると
きに取得された第１制御意図は「装備を購入」することであり、当該第１制御意図がゲー
ムシーンにマッチングすると仮定すると、当該第１制御意図に対応する制御命令を実行す
る。
【００３６】
　本出願の実施例では、電子デバイスが第２動作状態にあるとき、電子デバイスは、オー
ディオストリームに対応する第２制御意図を取得するために、オーディオストリームを取
得するために、ユーザ設定期間内に連続的に音声を取得してもよい。したがって、ユーザ
が電子デバイスとのリアルタイムのインタラクションまたは連続的なインタラクションが
必要な場合、ユーザ設定期間内に、ユーザは、ウェイクワードを連続的に入力する必要が
なく、オーディオストリームを連続的に入力するだけで、電子デバイスとの連続的なイン
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タラクションを実現することができ、ユーザの操作を簡素化し、異なるタイプのユーザの
ニーズを満たし、ユーザ体験を改善することができる。
【００３７】
　依然として上記の例を例とし、ユーザ設定期間を３０秒にすると、スマートスピーカが
リスニング状態にあるとき、ユーザは、第１制御意図にマッチングする制御命令を実行し
てからの３０秒内にウェイクワードを入力する必要がなく、オーディオストリームを音声
で連続的に入力するだけで、「明日の天気はいかがですか」、「歌を再生しましょう」な
ど、スマートスピーカと連続的にインタラクションして、ユーザによって連続的に入力さ
れた音声データに対応する第２制御意図を取得することができる。これにより、ユーザは
、電子デバイスがリスニング状態にあるときのリスニング時間を自ら設定することができ
、異なるタイプのユーザのニーズを満たすことができる。
【００３８】
　ステップ１０４において、第２制御意図にマッチングする制御命令を実行する。
　本出願の実施例では、電子デバイスが第２動作状態にあるとき、電子デバイスは、ユー
ザ設定期間内にオーディオを連続的に収集してオーディオストリームを取得し、オーディ
オストリームの音声認識を行い、オーディオストリームに対応する第２制御意図を取得し
た後、第２制御意図にマッチングする制御命令を実行する。
【００３９】
　なお、「第１」、「第２」の用語は単に説明するためのものであり、比較的な重要性を
指示又は暗示するか、又は示された技術的特徴の数を黙示的に指示すると理解してはなら
ない。したがって、「第１」、「第２」が限定された特徴は、少なくとも１つの前記特徴
を含むことを明示又は暗示する。
【００４０】
　本発明の実施例に係る音声制御方法は、ウェイクワードに基づいてオーディオクリップ
を収集するように第１動作状態を実行し、オーディオクリップの第１制御意図を取得し、
次にユーザ設定期間内にオーディオを連続的に収集してオーディオストリームを取得し、
オーディオストリームの第２制御意図を取得するように、第１制御意図にマッチングする
制御命令を実行し、実行されている第１動作状態を第２動作状態に切り替え、次に第２制
御意図にマッチングする制御命令を実行する。これにより、ユーザは、ウェイクワードを
連続的に入力する必要がなく、ユーザ設定期間内にオーディオストリームを連続的に入力
するだけで、電子デバイスとの連続的なインタラクションを実現することができ、ユーザ
の操作を簡素化し、異なるタイプのユーザのニーズを満たし、ユーザ体験を改善すること
ができる。
【００４１】
　上記の実施例に基づいて、別の可能な場合では、上記のステップ１０３において、電子
デバイスが第２動作状態にあるとき、電子デバイスは、ユーザ設定期間内にオーディオを
連続的に収集してオーディオストリームを取得し、オーディオストリームの音声認識によ
って得られた第２制御意図を取得する際、ユーザ設定期間内に第２制御意図が取得されな
かった場合、第２動作状態を第１動作状態に切り替える。上記のプロセスについて、実施
例２と併せて以下に詳細に説明する。
【００４２】
　図２は、本出願の実施例２に係る音声制御方法の概略フローチャートである。
　図２に示すように、図１に示す実施例に基づいて、当該音声制御方法は、以下のステッ
プ２０１～ステップ２０５をさらに含むことができる。
【００４３】
　ステップ２０１において、第２動作状態の構成情報を読み出し、ユーザの操作に応答し
て設定されたユーザ設定期間を取得する。
　本出願の実施例では、電子デバイスが第１制御意図にマッチングする制御命令を実行し
、第１状態を第２状態に切り替える場合、第２状態にある電子デバイスの構成情報を読み
出して、ユーザ設定期間を取得する。
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【００４４】
　なお、ユーザ設定期間は、ユーザの操作に応答して電子デバイスによって設定される時
間であり、ユーザのニーズに応じて設定された任意の時間であってもよく、無限であって
もよいし、短いものであってもよく、本明細書では限定されない。
【００４５】
　たとえば、第２動作状態がリスニング状態である場合、電子デバイスはリスニング状態
にあり、電子デバイスとインタラクションするユーザの習慣は異なる。電子デバイスを常
にリスニング状態にしようとするユーザがいれば、電子デバイスのリスニング時間が長過
ぎると感じるユーザもいる。したがって、本発明の実施例において、電子デバイスのリス
ニング時間は、ユーザによって設定することができる。たとえば、異なるタイプのユーザ
のニーズを満たし、ユーザ体験を向上させために、リスニング時間を３分間に設定しても
よいし、３０秒に設定してもよい。
【００４６】
　ステップ２０２において、ユーザ設定期間内にオーディオを連続的に収集してオーディ
オストリームを取得し、オーディオストリームの第２制御意図を取得する。
【００４７】
　本出願の実施例では、電子デバイスが第２動作状態にあるとき、電子デバイスは、ユー
ザ設定期間内にオーディオを連続的に収集してオーディオストリームを取得し、オーディ
オストリームに対応する第２制御意図を取得することができる。これにより、ユーザが電
子デバイスとリアルタイムのインタラクションまたは連続的なインタラクションを実行す
る必要がある場合、ユーザ設定期間内に、ウェイクワードを連続的に入力する必要はなく
、ユーザ設定期間内にオーディオストリームに対応する第２制御意図を連続的に収集する
だけで、電子デバイスとの連続的なインタラクションを実現することができ、ユーザの操
作を簡素化し、ユーザ使用体験を向上させることができる。
【００４８】
　スステップ２０３において、ユーザ設定期間内に第２制御意図が取得されたか否かを判
断する。
　本出願の実施例では、電子デバイスが第２動作状態にあるとき、音声制御装置は、モニ
タリング方式で、ユーザ設定期間内に、ユーザが音声データを連続的に入力したか否かを
モニタリングすることができる。ユーザ設定期間内に音声が連続的に収集されてオーディ
オストリームが取得された場合、ユーザ設定期間内に第２制御意図が取得されたか否かを
判断する必要がある。
【００４９】
　ステップ２０４において、ユーザ設定期間内に第２制御意図が取得されなかった場合、
第２動作状態を第１動作状態に切り替える。
　本出願の実施例では、電子デバイスが第２動作状態にあるとき、ユーザ設定期間内にオ
ーディオを連続的に収集してオーディオストリームを取得し、オーディオストリームの第
２制御意図を取得する。ユーザ設定期間内に第２制御意図が取得されなかった場合、電子
デバイスを第２動作状態から第１動作状態に切り替える。
【００５０】
　たとえば、電子デバイスがリスニング状態に入るとき、ユーザ設定期間内にユーザによ
って入力された音声データが収集されなかった場合、または電子デバイスが認識されたオ
ーディオストリームから第２制御意図を取得できなかった場合、リスニング状態を終了し
、非リスニング状態に切り替えることができる。たとえば、ユーザにより設定されたリス
ニング時間は３０秒であり、３０秒内に電子デバイスが第２制御意図を得なかった場合、
電子デバイスを非リスニング状態に切り替える。この場合、ユーザは、電子デバイスとイ
ンタラクションし、ユーザが電子デバイスを制御したい場合は、ユーザは、対応するウェ
イクワードも入力する必要がある。
【００５１】
　本出願の実施例では、ユーザ設定期間内に第２制御意図が取得されなかった場合、電子
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デバイスを第２動作状態から第１動作状態に切り替える。これにより、ユーザが電子デバ
イスを制御する意図がない場合、第２動作状態を終了するように電子デバイスを制御する
ことにより、電子デバイスが常にリスニング状態または動作状態にあるという状況を回避
し、電子デバイスのエネルギ消費を削減することができる。
【００５２】
　本出願の実施例の可能な一実現形態として、電子デバイスが第２動作状態にあるとき、
電子デバイスの表示インターフェィスにおける第１要素を第２要素に置き換え、第３要素
を表示することができる。ここで、第１要素は、電子デバイスが第１動作状態にあること
を提示するためのものであり、第２要素は、電子デバイスが第２動作状態にあることを提
示するためのものであり、第３要素は、ウェイクワードを提示する、および／または、オ
ーディオまたはビデオを再生するためのものである。
【００５３】
　１つの適用シーンとして、現在のシーンがゲームシーンであることを例とし、電子デバ
イスが第２動作状態にあるとき、すなわち、電子デバイスがリスニング状態にあるとき、
ユーザが電子デバイスの現在の状態情報を知ることを容易にするために、電子デバイスの
インターフェイスにおける第１要素を第２要素に置き換えることができる。電子デバイス
がユーザ設定期間内に第２制御状態を得ていないため、電子デバイスは第２動作状態を終
了する。この場合、ユーザはウェイクワードを再入力する必要がある。したがって、第３
要素を表示してウェイクワードを提示する必要がある。
【００５４】
　ステップ２０５において、ユーザ設定期間内に第２制御意図が得られた場合、第２制御
意図にマッチングする制御命令を実行する。
　本出願の実施例では、電子デバイスは、ユーザ設定期間内に第２制御意図を得た場合、
第２制御意図にマッチングする制御命令を実行する。
【００５５】
　本発明の実施例に係る音声制御方法は、第２動作状態の構成情報を読み出して、ユーザ
設定期間を取得し、ユーザ設定期間内にオーディオを連続的に収集してオーディオストリ
ームを取得し、オーディオストリームの第２制御意図を取得する。ユーザ設定期間内に第
２制御意図が取得されなかった場合、第２動作状態を第１動作状態に切り替え、ユーザ設
定期間内に第２制御意図が得られた場合、第２制御意図にマッチングする制御命令を実行
する。したがって、ユーザ設定期間内に、ユーザが電子デバイスを制御する意図がない場
合、第２動作状態を終了するように電子デバイスを制御することにより、電子デバイスが
常にリスニング状態または動作状態にあるという状況を回避し、電子デバイスのエネルギ
消費を削減することができる。
【００５６】
　上記の実施例に基づいて、可能な一シーンでは、電子デバイスが第２動作状態にあると
き、ユーザ設定期間内にオーディオストリームの第２制御意図を取得する場合、オーディ
オストリームの音声認識を行って情報ストリームを取得し、情報ストリームから各候補意
図を取得し、各候補意図から現在のシーンにマッチングする第２制御意図をフィルタリン
グすることができる。これにより、ユーザが電子デバイスを使用する際に、他のシーンに
切り替えてユーザの没入感に影響を与える問題が回避される。以上のプロセスについて、
実施例３と併せて以下に詳細に説明する。
【００５７】
　図３は、本出願の実施例３に係る音声制御方法の概略フローチャートである。
　　図３に示すように、ステップ１０３は、以下のステップ３０１～ステップ３０４をさ
らに含むことができる。
【００５８】
　ステップ３０１において、オーディオストリームの音声認識によって得された情報スト
リームを取得する。
　本出願の実施例では、電子デバイスが第２動作状態にあるとき、ユーザがユーザ設定期
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間内に音声データを入力した後、電子デバイスは、オーディオストリームを収集し、当該
オーディオストリームの音声認識を行って、対応する情報ストリームを決定することがで
きる。
【００５９】
　ステップ３０２において、情報ストリームから各候補意図を取得する。
　本出願の実施例では、情報ストリームが取得された後、当該情報ストリームに対してセ
マンティクス認識を行い、情報ストリームに対応する制御意図を決定することができ、情
報ストリームに対応する制御意図から各候補意図をスクリーニングすることができる。
【００６０】
　ステップ３０３において、各候補意図から、現在のシーンにマッチングする第２制御意
図をスクリーニングする。
　本出願の実施例では、情報ストリームから各候補意図が取得された後、各候補意図をス
クリーニングして、現在のシーンにマッチングする第２制御意図をスクリーニングして、
第２制御意図にマッチングする制御命令を実行する。
【００６１】
　たとえば、現在のシーンがゲームシーンである場合、情報ストリームから電子デバイス
によって取得された各候補意図は、「歌を再生」、「装備を購入」を含み、候補意図をス
クリーニングして、ゲームシーンにマッチングする「装備を購入」という第２制御意図を
得る。
【００６２】
　　ステップ３０４において、現在のシーンにマッチングしない候補意図への応答を拒否
する。
【００６３】
　本出願の実施例では、情報ストリームから各候補意図が取得された後、候補意図をスク
リーニングし、現在のシーンにマッチングしない候補意図がスクリーニングされた場合、
電子デバイスは、現在のシーンにマッチングしない候補意図への応答を拒否する。これに
より、現在のシーンでのユーザの没入感が確保される。
【００６４】
　依然として上記の例を例とし、現在のシーンがゲームシーンである場合、情報ストリー
ムから電子デバイスによって取得された各意図候補は、「歌を再生」、「装備を購入」を
含み、意図候補をスクリーニングして、ゲームシーンの制御意図にマッチングしない「歌
を再生」という候補意図を得る。この場合、電子デバイスは、「歌を再生」という候補意
図への応答を拒否することにより、ゲーム中にユーザが中断されてユーザの没入型ゲーム
体験に影響を与えることが回避される。
【００６５】
　　本発明の実施例に係る音声制御方法は、情報ストリームを取得し、情報ストリームか
ら各候補意図を取得し、各候補意図から現在のシーンにマッチングする第２制御意図をス
クリーニングし、現在のシーンにマッチングしない候補意図への応答を拒否する。これに
より、電子デバイスが第２動作状態にあるとき、ユーザは音声データを入力し続け、現在
のシーンにマッチングする制御意図にのみ応答するため、現在のシーンでのユーザの没入
感が確保され、ユーザの使用体験が改善される。
【００６６】
　　上記の実施例を実現するために、本出願は、音声制御装置をさらに提供する。　図４
は、本発明の実施例４に係る音声制御装置の概略構成図である。
【００６７】
　　図４に示すように、当該音声制御装置４００は、実行モジュール４１０、取得モジュ
ール４２０、切り替えモジュール４３０および制御モジュール４４０を含む。
【００６８】
　　実行モジュール４１０は、ウェイクワードに基づいてオーディオクリップを収集する
ように第１動作状態を実行するように構成される。
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　取得モジュール４２０は、オーディオクリップの第１制御意図を取得するように構成さ
れる。
【００６９】
　　切り替えモジュール４３０は、ユーザ設定期間内にオーディオを連続的に収集してオ
ーディオストリームを取得し、オーディオストリームの第２制御意図を取得するように、
第１制御意図にマッチングする制御命令を実行し、実行している第１動作状態を第２動作
状態に切り替えるように構成される。
　制御モジュール４４０は、第２制御意図にマッチングする制御命令を実行するように構
成される。
【００７０】
　さらに、本出願の実施例の可能な一実施例として、切り替えモジュール４３０は、第２
動作状態の構成情報を読み出し、ユーザの操作に応答して設定されたユーザ設定期間を取
得し、ユーザ設定期間内にオーディオを連続的に収集してオーディオストリームを取得し
、オーディオストリームの第２制御意図を取得し、ユーザ設定期間内に第２制御意図が取
得されなかった場合、第２動作状態を第１動作状態に切り替えるように構成される。
【００７１】
　本出願の実施例の可能な一実施例として、切り替えモジュール４３０は、さらに、オー
ディオストリームの音声認識によって得られた情報ストリームを取得し、情報ストリーム
から各候補意図を取得し、各候補意図から、現在のシーンにマッチングする第２制御意図
をスクリーニングするように構成される。
【００７２】
　本出願の実施例の可能な一実施例として、切り替えモジュール４３０は、さらに、現在
のシーンにマッチングしない候補意図への応答を拒否するように構成される。
【００７３】
　　本出願の実施例の可能な一実施例として、当該音声制御装置は、第１制御意図が現在
のシーンにマッチングすると決定するように構成される決定モジュールをさらに含む。
【００７４】
　なお、音声制御方法の実施例の前述の説明は、この実施例の音声制御装置にも適用可能
であり、ここでは説明を省略する。
【００７５】
　　本発明の実施例に係る音声制御装置は、ウェイクワードに基づいてオーディオクリッ
プを収集するように第１動作状態を実行し、オーディオクリップの第１制御意図を取得し
、次にユーザ設定期間内にオーディオを連続的に収集してオーディオストリームを取得し
、オーディオストリームの第２制御意図を取得するように、第１制御意図にマッチングす
る制御命令を実行し、実行している第１動作状態を第２動作状態に切り替え、次に第２制
御意図にマッチングする制御命令を実行する。これにより、ユーザは、ウェイクワードを
連続的に入力する必要がなく、ユーザ設定期間内にオーディオストリームを連続的に入力
するだけで、電子デバイスとの連続的なインタラクションを実現することができ、ユーザ
の操作を簡素化し、異なるタイプのユーザのニーズを満たし、ユーザ体験を改善すること
ができる。
【００７６】
　　上記の実施例を実現するために、本出願は、電子デバイスをさらに提供し、前記電子
デバイスは、少なくとも１つのプロセッサと、少なくとも１つのプロセッサに通信可能に
接続されたメモリとを含み、メモリに少なくとも１つのプロセッサによって実行可能な命
令が記憶され、命令が少なくとも１つのプロセッサによって実行されることにより、少な
くとも１つのプロセッサは、本出願の前述の実施例に係る音声制御方法を実行可能である
。
【００７７】
　　上記の実施例を実現するために、本出願は、コンピュータ命令の非一時的なコンピュ
ータ読み取り可能な記憶媒体をさらに提供し、コンピュータ命令は、本出願の前述の実施
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例に係る音声制御方法をコンピュータに実行させるためのものである。
【００７８】
　　本出願の実施例によれば、本出願は、電子デバイスおよび読み取り可能な記憶媒体を
さらに提供する。
【００７９】
　　図５に示すように、本発明の一実施例に係る音声制御方法の電子デバイスのブロック
図である。電子デバイスは、ラップトップコンピュータ、デスクトップコンピュータ、ワ
ークベンチ、携帯情報端末、サーバ、ブレードサーバ、メインフレームコンピュータ、お
よびその他の適切なコンピュータなど、さまざまな形式のデジタルコンピュータを表すこ
とを目的としている。電子デバイスは、パーソナルデジタル処理、携帯電話、スマートフ
ォン、ウェアラブルデバイス、その他の同様のコンピューティングデバイスなど、さまざ
まな形態のモバイルデバイスを表すこともできる。本明細書で示されるコンポーネント、
それらの接続および関係、およびそれらの機能は単なる例であり、本明細書で説明および
／または必要とされる本出願の実現を限定することを意図するものではない。
【００８０】
　　図５に示すように、当該電子デバイスは、１つまたは複数のプロセッサ５０１、メモ
リ５０２、および高速インターフェイスおよび低速インターフェイスを含む様々なコンポ
ーネントを接続するためのインターフェイスを含む。さまざまなコンポーネントは、異な
るバスを使用して相互接続され、共通のマザーボードに取り付けられるか、必要に応じて
取り付けられてもよい。プロセッサは、外部入力／出力デバイス（たとえば、インターフ
ェイスに結合されたディスプレイデバイス）にＧＵＩのグラフィカル情報を表示するため
にメモリに記憶されている命令を含む、電子デバイス内で実行される命令を処理すること
ができる。他の実施例では、必要に応じて、複数のプロセッサおよび／または複数のバス
を複数のメモリとともに使用することができる。同様に、複数の電子デバイスを接続し、
それぞれの電子デバイスが必要な操作（たとえば、サーバアレイ、１グループのブレード
サーバ、マルチプロセッサシステム）の一部を提供できます。図５では、１つのプロセッ
サ５０１を例に挙げている。
【００８１】
　　メモリ５０２は、本出願によって提供される非一時的なコンピュータ読み取り可能な
記憶媒体である。前記メモリは、少なくとも１つのプロセッサによって実行可能な命令を
記憶し、その結果として、前記少なくとも１つのプロセッサは、本出願に係る音声制御方
法を実行する。本出願の非一時的なコンピュータ読み取り可能な記憶媒体は、本出願によ
って提供される音声制御方法をコンピュータに実行させるためのコンピュータ命令を記憶
する。
【００８２】
　　メモリ５０２は、非一時的なコンピュータ読み取り可能な記憶媒体として、非一時的
なソフトウェアプログラム、非一時的なコンピュータ実行可能プログラム、および本出願
の実施例の音声制御方法に対応するプログラム命令／モジュール（
たとえば、図４に示される実行モジュール４１０、第１取得モジュール４２０、切り替え
モジュール４３０、および制御モジュール４４０）を記憶することができる。プロセッサ
５０１は、メモリ５０２に記憶されている非一時的なソフトウェアプログラム、命令、お
よびモジュールを実行することにより、サーバの様々な機能的アプリケーションおよびデ
ータ処理を実行し、すなわち、前述の方法の実施例における音声制御方法を実現する。
【００８３】
　　メモリ５０２は、ストレージプログラム領域およびストレージデータ領域を含むこと
ができ、ストレージプログラム領域は、少なくとも１つの機能に必要なオペレーティング
システムおよびアプリケーションプログラムを記憶することができる。ストレージデータ
領域は、電子デバイスの使用に基づいて作成されたデータを記憶することができる。また
、メモリ５０２は、高速ランダムアクセスメモリを含むことができるし、少なくとも１つ
の磁気ディスク記憶装置、フラッシュメモリ装置、または他の非一時的な固体記憶装置な
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どの非一時的なメモリも含むことができる。いくつかの実施例では、メモリ５０２は、プ
ロセッサ５０１に対して遠隔に配置されたメモリを選択可能に含むことができ、これらの
遠隔メモリは、ネットワークを介して電子デバイスに接続され得る。上記のネットワーク
の例としては、インターネット、イントラネット、ローカルエリアネットワーク、モバイ
ル通信ネットワーク、およびそれらの組み合わせを含むが、これらに限定されない。
【００８４】
　電子デバイスは、入力装置５０３および出力装置５０４をさらに含むことができる。プ
ロセッサ５０１、メモリ５０２、入力装置５０３、および出力装置５０４は、バスまたは
他の方式を介して接続することができ、図５では、バスを介した接続を例に挙げている。
【００８５】
　　入力装置５０３は、入力された数字または文字情報を受信し、電子デバイスのユーザ
設定および機能制御に関するキー信号入力を生成することができ、たとえば、タッチスク
リーン、キーパッド、マウス、トラックパネル、タッチパネル、ポインティングスティッ
ク、１つまたは複数のマウスボタン、トラックボール、ジョイスティックなどの入力デバ
イス電子デバイス。出力装置５０４は、表示装置、補助照明装置（たとえば、ＬＥＤ）、
触覚フィードバック装置（たとえば、振動モータ）などを含んでもよい。当該表示装置は
、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、発光ダイオード（ＬＥＤ）ディスプレイ、およびプラズ
マディスプレイを含んでもよいが、これらに限定されない。いくつかの実施例では、表示
装置はタッチスクリーンであってもよい。
【００８６】
　本明細書で説明されるシステムおよび技術の様々な実施例は、デジタル電子回路、集積
回路システム、特定用途向けＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路）、コンピュータハードウ
ェア、ファームウェア、ソフトウェア、および／またはそれらの組み合わせで実現され得
る。これらの様々な実施例は、少なくとも１つのプログラマブルプロセッサを含むプログ
ラマブルシステム上で実行可能および／または解釈可能な１つまたは複数のコンピュータ
プログラムで実装されてもよく、当プログラマブルプロセッサは、ストレージシステム、
少なくとも１つの入力装置、および少なくとも１つの出力装置からデータおよび命令を受
信し、データおよび命令を当該ストレージシステム、当該少なくとも１つの入力装置、お
よび当該少なくとも１つの出力装置に送信することができる専用または汎用のプログラマ
ブルプロセッサであってもよい。
【００８７】
　これらのコンピューティングプログラム（プログラム、ソフトウェア、ソフトウェアア
プリケーション、またはコードともいう）は、プログラマブルプロセッサの機械命令を含
み、されに高レベルの手続き型および／またはオブジェクト指向プログラミング言語、お
よび／またはアセンブリ／機械言語を用いてこれらのンピューティングプログラムを実施
することができる。本明細書で使用される「機械読み取り可能な媒体」および「コンピュ
ータ読み取り可能な媒体」という用語は、機械命令および／またはデータをプログラマブ
ルプロセッサに提供するための任意のコンピュータプログラム製品、デバイス、および／
または装置（たとえば、磁気ディスク、光ディスク、メモリ、プログラマブルロジックデ
バイス（ＰＬＤ）を指し、機械読み取り可能な信号としての機械命令を受信する機械読み
取り可能な媒体を含む、「機械読み取り可能な信号」という用語は、機械命令および／ま
たはデータをプログラマブルプロセッサに提供するための信号を指す。
【００８８】
　ユーザとのインタラクションを提供するために、本明細書に記載のシステムおよび技術
は、ユーザに情報を表示するための表示装置（たとえば、ＣＲＴ（陰極線管）またはＬＣ
Ｄ（液晶ディスプレイ）モニター）と、キーボードおよびポインティング装置（たとえば
、マウスまたはトラックボール）とを有するコンピュータで実施されてもよく、ユーザは
当該キーボードおよび当該ポインティング装置を介してコンピュータに入力を提供できる
。他の種類の装置を使用してユーザとのインタラクションを提供することもできる。たと
えば、ユーザに提供されるフィードバックは、任意の形式のセンシングフィードバック（
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ってもよく、任意の形式（たとえば、音響入力、音声入力、または触覚入力）を用いてユ
ーザからの入力を受信することができる。
【００８９】
　本明細書に記載のシステムおよび技術の各実施例は、バックエンドコンポーネントを含
むコンピューティングシステム（たとえば、データサーバとして）、またはミドルコンポ
ーネントを含むコンピューティングシステム（たとえば、アプリケーションサーバ）、ま
たはフロントエンドコンポーネントを含むコンピューティングシステム（たとえば、グラ
フィカルユーザインターフェイスまたはＷｅｂブラウザを備えたユーザコンピュータ。ユ
ーザは、当該グラフィカルユーザインターフェイスまたは当該Ｗｅｂブラウザを介して、
ここで説明されるシステムおよび技術の実施例とインタラクションできる）、またはこの
ようなバックエンドコンポーネント、ミドルコンポーネント、またはフロントエンドコン
ポーネントの任意の組み合わせを含むコンピューティングシステムで実施することができ
る。デジタルデータ通信の任意の形式または媒体（たとえば、通信ネットワーク）によっ
てシステムのコンポーネントを相互接続してもよい。通信ネットワークの例は、ローカル
エリアネットワーク（ＬＡＮ）、ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、およびインター
ネットを含む。
【００９０】
　コンピュータシステムは、クライアントとサーバとを含むことができる。通常、クライ
アントとサーバとは互いにリモートであり、通常は通信ネットワークを介してインタラク
ションする。それぞれのコンピュータで実行され、互いにクライアントとサーバとの関係
を持つコンピュータプログラムによってクライアントとサーバとの関係を生成する。
【００９１】
　本出願の実施例の技術的解決策によれば、ウェイクワードに基づいてオーディオクリッ
プを収集するように第１動作状態を実行し、オーディオクリップの第１制御意図を取得し
、次にユーザ設定期間内にオーディオを連続的に収集してオーディオストリームを取得し
、オーディオストリームの第２制御意図を取得するように、第１制御意図にマッチングす
る制御命令を実行し、実行されている第１動作状態を第２動作状態に切り替え、次に第２
制御意図にマッチングする制御命令を実行する。これにより、ユーザは、ウェイクワード
を連続的に入力する必要がなく、ユーザ設定期間内にオーディオストリームを連続的に入
力するだけで、電子デバイスとの連続的なインタラクションを実現することができ、ユー
ザの操作を簡素化し、異なるタイプのユーザのニーズを満たし、ユーザ体験を改善するこ
とができる。
【００９２】
　なお、上記のさまざまな形態のプロセスを使用して、ステップを並べ替え、追加、また
は削除できることを理解されたい。たとえば、本出願で説明されている各ステップは、並
列、順次、または異なる順序で実行できる。本出願で開示された技術的解決策の望ましい
結果が達成できれば、本明細書は、ここで限定しない。
【００９３】
　前述した具体的な実施例は、本出願の保護範囲を制限しない。設計要件および他の要因
に応じて、さまざまな修正、組み合わせ、サブ組み合わせ、および置き換えを行うことが
できることを当業者は理解すべきである。本出願の思想および原則の範囲内で行われた修
正、同等の置き換え、および改善は、いずれも本出願の保護範囲に含まれるものとする。
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